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号 

受
付
月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項につい

て質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  
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１ 強靭で持続可能

な下水道事業に向

けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 東郷町下水道事業経営戦略及びマネジメント

計画 (第２期)を基に、本町の下水道事業の現

状と将来に向けての課題について問う。 

 ア 東郷町下水道事業経営戦略中の経営戦略の

概要で示されている、以下 SWOT分析でまと

められている各項目について、その背景と根

拠に関して伺う。 

  (ｱ) “強み”として処理場を有していない事

を挙げているが、更新投資費用は施設を他

市と共有していることで応分の負担は発生

するのではないのか。 

  (ｲ) “弱み”として人口減少に起因する収益

性低下をその要因の一つとしているが、他

団体と比べて具体的にどの程度の差異があ

るものか。 

  (ｳ) 使用料改定での収益増加余地があること

を“機会”としているのは何故か。 

  (ｴ) “脅威”として事故の発生や老朽化した

管渠の調査・更新に伴う莫大な資金需要が

発生するとの事だが、それ以外の外的要素

はないのか。 

 イ 全国的にも将来に向けた最大の課題とされ 

ている管渠の老朽化への対応について、本町 

の実態と将来像を伺う。 

(ｱ) 令和２年度→６年度の４年間で管渠老朽 

化率が微減 (4.57%→4.48%で▲0.09%)して

いる理由と背景は何か。 

  (ｲ) 事故の発生等を未然に防ぐための既存の

管渠への更新に関しての進め方は。 

  (ｳ) 今後計画立てた対応が求められる老朽管

渠更新及び費用調達などのロードマップは

現在どうなっているか。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 下  茂 

令和８年５月１９日 

午前１１時２０分 

６ 

 無会派 

水川 淳 
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２ 本町のワクチン

行政の現状と課題 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３ 小中学校で目指

す言語教育とは 

 

⑴ 幅広い年代を対象とした数多くの種類のワク

チン接種 (定期接種)が展開されているが、本

町の現状と課題について問う。 

 ア 数多い定期接種の各ワクチンの中で、以下

ワクチンの接種状況 (接種率など)について

伺う。 

  (ｱ) 高齢者肺炎球菌ワクチン 

  (ｲ) 乳幼児向けの主な定期接種ワクチン 

(４混、Hib、肺炎球菌、水痘、MRなど) 

 イ 接種期間が細かく定められている定期接種 

を安全、かつ円滑に受けてもらうために実施 

している工夫などがあれば伺う。 

 ウ RS母子免疫ワクチンについて伺う。 

  (ｱ) 周知活動はどのようなものか。 

  (ｲ) 町民からの問い合わせ状況を伺う。 

  (ｳ) 健康上の理由や接種し忘れへのキャッチ

アップ接種に対する対応 (周知)を伺う。 

  (ｴ) 定期接種開始直前に、既に自費で接種し

た方への対応はあるか。 

  (ｵ) 従前とは違う投与方法 (母体→胎児)の

ワクチンであり、妊婦の不安を解消するた

めに何か行っている工夫はあるか。 

 

⑴ 小・中学校それぞれでの英語教育のあり方と

両者間に存在する教育方針などの特徴の違いか

ら生ずるギャップへの認識と対応を問う。 

 ア 学習指導要領に準じて行われていると思わ

れる、本町での小学校及び中学校の英語教育

の実態とその目的を伺う。 

 イ 本町における英語教育の具体的方針 (目的

や目標及び成果指標)については、学習指導

要領の範囲内である程度は本町において一部

変更、修正は可能か、もし可能であればどこ

でどのようにそれが決められるのかを伺う。 

 ウ 小学校での英語教育と中学校でのそれとの 

間に、基本的な方向性の違いがあることで何

か不都合がないかを伺う。 

 エ 児童生徒たちを、より効果的かつ有用な英

語学習の成果達成に導くために、今まで以上

に強化すべき点は何と考えているか。 

⑵ 英語に限らず他教科においても母国語をしっ

かり学ぶことが教科の理解習得には大事だとの

考え方があるが、どのように捉えておられるか

を問う。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
町長 

教育長 

担当部長 
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ア 母国語である国語力を付けていくために、

小・中学校の各教育現場で留意していること

はあるか。 

 イ 国語への興味や関心、学習意欲を高めるた

めに必要と思われることは何と考えるか。 

⑶ AI時代とも言われる現在、教育現場におけ

る現状と課題ついて問う。 

 ア AI活用がごく一般的になって来ている現

在教育方針や手法に何か変化があるか。 

 イ 児童生徒自身にも AIが深く浸透して来て

いると考えられるが、現状での課題は何か。 

  (ｱ) 教える側から見た課題 

  (ｲ) 児童生徒における課題 

 ウ 教える側としてこれらの急激な環境変化に

対応するため子ども達のリテラシーを高める

ための対策は考えられているか。 

 


